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一 国際調査報告 （条約第 2 1条(3))

[続葉有]

(54) Title: DATA TRANSFERRING APPARATUS, DATA TRANSFERRING METHOD, AND INTER-CHIP COMMUNICA
TION SYSTEM

(54) 発明の名称 ：データ転送装置、データ転送方法およびチップ間通信システム

(57) Abstract: he objecuve of the invention i s to
improve the transfer efficiency of data transfer within
a semiconductor device or between semiconductor
devices. A table, in which combinations of pieces of
attribute information that accompany data transfers
are associated with respective identifiers, i s created.

- When several pieces of attribute information re
n gistered in the table are received, the several pieces

of attribute information are substituted by an identifi
er, thereby compressing the information for transfer.
In this way, the data transfer efficiency in transmis
sions/receptions of requests and responses can be im
proved.

(57) 要約： 半導体装置内や半導体装置間に
おいて、データ転送の転送効率を向上させ
る。 データ転送に伴う属性情報の組合せ

， を識別子と対応づけてテーブル化 し、テ一
ブルに登録 している属性情報を受信 した場
合は識別子で置換することで情報圧縮 して

， 転送することで、リクエス トとレスポンス
の送受信におけるデ一 タの転送効率を上げ
る。



- 補正 され た請求の範 囲 （条約第 19 条 (1))



明 細 書

発明の名称 ：

データ転送装置、データ転送方法およびチップ間通信システム

技術分野

[0001 ] 本発明は、集積回路内におけるデータ転送および集積回路間のデータ転送

の高速化技術に関する。

背景技術

[0002] 近年、集積回路のデータ処理量が増加 している。そこで、集積回路内の各

プロック間や集積回路間のデータ転送をより効率良く行わせる技術が求めら

れている。一方で、データ転送機能自体を高機能化するために、転送する対

象となるア ドレスやデータ以外にも様々な属性情報が付加されて転送が行わ

れるようになってきている。

[0003] 転送効率を向上させるために、特許文献 1 では、バスで転送されるデータ

を数 ビッ卜単位で圧縮することが開示されており、特許文献 2 では、ァ ドレ

スを圧縮する方法が開示されている。特許文献 3 はァ ドレスを含むヘッダ一

を単純に圧縮する方法が開示されている。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献1 ：特開 2 0 0 4 _ 2 4 6 6 9 4 号公報

特許文献2 ：特開 2 0 0 8 _ 2 0 5 9 4 2 号公報

特許文献3 ：特開 2 0 0 9 _ 1 3 5 9 7 4 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0005] 特許文献 1 ~ 3 の方法では、冗長性を利用 して圧縮 しているので、転送デ

—タゃ転送ァ ドレスの値のランダム性が高くなると、ァ ドレスやヘッダ一を

そのまま圧縮 しても圧縮効率が良くない。



課題を解決するための手段
[0006] 本発明のデータ転送装置は、転送の種類を示す複数の属性情報を含むへッ

ダ一部と、データを含むデータ部とを有するバケツ卜を用いてデータ転送を

行うデータ転送装置であって、データ転送の種類を示す属性情報の組合せと

識別子とを対応づけて保持する保持手段と、識別子を含むバケツ卜を受信す

る受信手段と、前記受信手段の受信したバケツ卜の識別子が前記保持手段を

参照するように示していると、前記保持手段に保持されている属性情報の組

合せの中でバケツ卜に含まれる識別子に対応する組合せの属性情報と前記受

信手段の受信したデータとをバケツ卜として送信する送信手段とを有するこ

とを特徴とする。

発明の効果
[0007] 本発明によれば、データ転送効率を向上させることができる。

図面の簡単な説明

[0008] [ 図1]データ転送装置の概略構成を示す図である。

[図2] A X I バスプロ卜コルを示す図である。

[図3] O C Pバスプロ卜コルを示す図である。

[図4]属性情報テ一プルの例を示す図である。

[図5]バケツ卜識別子の例を示す図である。

[図6]バケツ卜送信処理を説明する図である。

[図7]バケツ卜受信処理を説明する図である。

[図8A]属性情報保持部の値に一致しなかった場合のバケツトフ才一マツ卜の

例

[図8B]属性情報保持部の値に一致した場合のバケツトフォ一マツ卜の例を示

す図である。

[図9]チップ間通信システムの構成を示す概略図である。

発明を実施するための形態
[0009] (実施形態 1 )



以下、 図面 を参照 しなが ら本発 明の実施形態 1 について詳細 に説 明す る。

図 9 は、本発 明の実施形態 1 のデー タ転送装置 を備 えるチ ップ間通信 システ

厶の構成例 を示 す。 C P U 9 0 1 、 R O M 9 0 2 、 R A M 9 0 3 は第 1 ノくス

9 0 9 に接続 され、 P C 1 9 0 6 、 U S B 9 0 7 、 I D E 9 0 8 は第 2 バ ス

9 0 に接続 されている。 そ して第 1 バ ス 9 0 9 と第 2 バ ス 9 0 は プ リッ

ジ 9 0 4 とプ リッジ 9 0 5 を介 して接続 されている。 この構成 は汎用の コン

ピュー タにおける 2 チ ップセ ッ 卜の構成 で代表 的な構成 であ り、 プ リッジ 9

0 4 を備 えるチ ップとプ リッジ 9 0 5 を備 え る チ ッ プ と を備 え る。

[001 0] C P U 9 0 1 は R O M 9 0 2 の プログラム を R A M 9 0 3 に展 開 し、 R A

M か らプログラム を読み込 んで実行 す る。 第 2 バ スに接続 されている P C I

9 0 6 、 U S B 9 0 7 、 I D E 9 0 8 は各種周辺機 器 （不 図示） との接続 を

制御 す る制御部 であ る。

[001 1] ブ リッジ 9 0 4 は C P U 又 は D M A C (不 図示） によ って第 1 バ ス 9 0 9

の プロ トコル に従 って送信 され るデー タ転送要求 （リー ドリクエス ト、 ライ

卜リクエス ト等） を、 チ ップ間接続 によ って ブ リッジ 9 0 5 へ転送 す る。 な

お、 ライ 卜リクエス 卜の際 は R A M 9 0 3 のデー タや不 図示 の レジスタの値

な どを包含 している。 プ リッジ 9 0 5 は プ リッジ 9 0 4 か ら取得 したデー タ

を第 2 バ ス 9 0 の プロ 卜コル に従 って、各種周辺 回路 に転送 す る。 また、

デー タ転送要求 は転送対象 のデー タの転送 に用 いるデー タ伝達方式の種類 （

バ ース ト長、排他属性、 セキ ュ リテ ィ情報、 キ ャ ッシ ュ利用の有無） を示 す

属性情報 を含 む。例 えば、 C P U 又 は D M A C (不 図示）か ら P C I 9 0 6

、 U S B 9 0 7 、 I D E 9 0 8 へ の リー ドアクセスで読み 出すデー タ （リス

ポ ンス時）や ライ 卜アクセスで書込 むデー タを この属性情報 の示 すデー タ転

送 の種類 で転送 す る。

[001 2] こ こで、 リクエス トに対 す る リスポ ンス （リー ドデー タ、 リクエス ト完 了

通知等） は、 リクエス トの送 り先 か ら リクエス ト送信元へ伝達 され る。 その

場合 は プ リッジ 9 0 5 とプ リッジ 9 0 4 を通過 し、 リクエス トの場合 と逆 の

プロ 卜コル変換 をな され るので説 明は省略す る。



[001 3] な お、実施形態 1 のデータ転送装置 を備 えるチ ップ間通信 シ ス テ ム の構成

は図 9 の構成 に限 らず、集積 回路 か ら送受するバケ ツ 卜について広 く適用で

きる。

[0014] 図 1 は、データ転送装置 （プ リッジ 9 0 4 、 プ リッジ 9 0 5 ) の構成 をよ

り詳細 に示す図である。 図 1 に示す第 1 バ ス 1 0 0 か ら第 2 バ ス 2 0 0 へデ

—タ転送 を行 うに際 して、データ送信装置 1 0 1 とデータ受信装置 2 0 と

はパケ ッ ト転送 を行 う。 まず、 図 1 を用いてデータ転送装置の概 略構成 を説

明する。 なお、転送 に用い られ るパケ ッ トは、 図 8 A 、 8 B に示すように、

パケ ッ ト識別子 （0 ~ 4 b i t ) 転 送 の属性情報 （5 ~ 1 5 b ί t ) お よ

び ァ ドレスを含むヘ ッダ一部 と転送対象のデータを含むデータ部 で構成 され

、 それぞれ所定長の転送単位 （キャラクタ一） に区切 られている。

[001 5] 図 9 の プ リッジ 9 0 4 に相 当する第 1 集積 回路 と してのデータ送信装置 1

0 1 は、第 1 バ ス 1 0 0 と第 3 バ ス 3 0 0 、 3 0 1 に接続 されている。デ一

タ送信装置 1 0 1 は内部 に リクエス 卜処理 に関わ る、第 1 バ ス リクエス 卜受

信部 1 0 1 0 (第 1 受信部）、第 1 バ ス 第 3 バ ス リクエ ス 卜バケ ツ 卜変換

部 1 0 1 1 、送信 リクエ ス 卜属性情報保持部 1 0 1 6 (第 1 保持部）、 リク

エス 卜パケ ッ ト送信部 1 0 1 2 (第 1 送信部） を有 する。

[001 6] 第 1 バ ス 1 0 0 か ら送 られ る リクエ ス 卜は、転送先 ァ ドレス （A D D R E

S S ) 、 ライ ト転送か リー ド転送かを示す フラグ、書 き込みデータ （W D A

T A ) 、 ス トロー プ （W S T R B ) 及び、 この リクエス ト又 は レスポ ンス （

又 はバケ ツ 卜）の転送の種類 を示す属性情報 を有 している。

[001 7] 第 1 バ ス リクエス ト受信部 1 0 1 0 は、 リクエス トのタイ ミングを制御 す

る信号 に従 い、上述の リクエス 卜か らァ ドレス データ ス 卜ロー プ 属性

情報 を抽 出 し、 リクエス トパケ ッ ト変換部 1 0 1 1 に渡 す。 なお、 リクエス

卜のタイ ミングを制御 する信号 とは第 1 バ ス リクエス ト受信部 1 0 1 0 が第

1 バ ス 1 0 0 か ら入力 され る有効信号 （R e q u e s t 信 号）や有効信号 （

V a I i d 信 号）および これ らに応 じて第 1 ノくス リクエス 卜受信部 1 0 1 0

が出力する レデ ィ信号 （R e a d y 信号）や受領信号 （A c c e p t 信 号）



である。第 1 バス リクエス 卜受信部 1 0 1 0 は これ らの信号 によって リクェ

ス 卜送信元 とハ ン ドシェ一クを行 った上でバケ ツ 卜の受信手続 きを行 う。

[001 8] 属性情報組合せ保持部 1 0 1 6 は、転送 リクエス トにまつわる属性情報の

組合せ又は定数値 を保持する レジスタやメモ リを有 している。 リクエス 卜パ

ケ ッ 卜変換部 1 0 1 1 は、第 1 バスの リクエス トを第 3 バスで用いるバケ ツ

卜に変換する。 その際に、属性情報組合せ保持部 1 0 1 6 にアクセス してそ

の内容 を参照 し、属性情報 を圧縮で きそうであれば圧縮する。詳細は後述す

る。

[001 9] リクエス トパケ ッ ト送信部 1 0 1 2 は、第 3 バス 3 0 0 に接続 されてお り

、 リクエス トパケ ッ ト変換部 1 0 1 1 か ら受け取 ったパケ ッ トを第 3 バス 3

0 0 に送出する。

[0020] データ送信装置 1 0 1 は、 さ らに レスポ ンスバケ ツ 卜受信部 1 0 1 3 、 レ

ス ポ ンスバケ ツ 卜変換部 1 0 1 4 、属性情報組合せ保持部 1 0 1 7 、第 1 バ

ス レスポ ンス送信部 1 0 1 5 を有する。 これ らの構成 によ り第 3 バスか ら受

信するバケ ツ 卜を第 1 バ ス の形式に変換 して出力されるが、データ送信装置

1 0 が第 1 バスか ら受信 したバケ ツ 卜を第 3 バ ス の形式に変換する構成 と

同様であるので詳細な説明は省略する。

[0021 ] 図 9 の プ リッジ 9 0 5 に相 当する第 2 集積回路 と してのデータ受信装置 2

0 1 は、第 2 バス 2 0 0 と第 3 バス 3 0 0 、 3 0 1 に接続 される。 そ して、

データ受信装置 2 0 は リクエス トバケ ツ 卜受信部 2 0 0 (第 2 受信部）

、 リクエ ス 卜バケ ツ 卜変換部 2 0 1 1 、属性情報組合せ保持部 2 0 1 6 (第

2 保持部）、第 2 バス リクエス ト送信部 2 0 1 (第 2 送信部）を有する。

[0022] リクエス トパケ ッ ト受信部 2 0 1 0 は、第 3 バス 3 0 0 と接続 され、デ一

タ送信装置 1 0 1 か ら受信 したバケ ツ 卜を リクエス トバケ ツ 卜変換部 2 0

に渡す。属性情報組合せ保持部 2 0 6 は、転送 リクエス トにまつわる属

性情報の組合せ又は定数値 を保持する レジスタやメモ リを有 している。

[0023] データ送信装置 2 0 が第 2 バス 2 0 0 へ リクエス トと して出力するパケ

ッ 卜は、転送先 ア ドレス （A D D R E S S ) 、 ライ ト転送か リー ド転送かを



示すフラグ、書き込みデータ （W D A T A ) 、ス トロープ （W S T R B ) 及

び、データ転送の種類を示す属性情報を有する。 リクエス トパケット変換部

2 0 1 1 は、第 3 バスからのパケットを第 2 バスのリクエス トに変換する。

その際にリクエス 卜バケツ卜変換部 2 0 は属性情報組合せ保持部 2 0

6 にアクセスする。

[0024] 第 2 バスリクエス ト送信部 2 0 1 2 は、 リクエス トパケット変換部 2 0 1

から受け取ったリクエス 卜情報をリクエス 卜のタイミングを制御する信号

に従い、第 2 バス 2 0 0 に送出する。なお、 リクエス トのタイミングを制御

する信号とは第 2 バスリクエス 卜送信部 2 0 2 から出力するR e q u e s

t 信号やV a l i d 信号に応 じてリクエス ト送信先が出力するR e a d y

信号やA c c e p t 信号である。第 2 バスリクエス 卜送信部 2 0 2 はこれ

らの信号によってリクエス 卜送信先とハン ドシェ一クを行った上でリクエス

卜の転送を開始する。

[0025] データ受信装置 2 0 1 はさらにレスポンスに関わる、第 2 バスレスポンス

受信部 2 0 3 、 レスポンスバケツ卜変換部 2 0 4 、属性情報組合せ保持

部 2 0 1 7 、 レスポンスパケット送信部 2 0 1 5 を有 している。これらの構

成により第 2 バスから受信するバケツ卜を第 3 バスの形式に変換 して出力す

るが、データ受信装置 2 0 が第 1バスから受信 したバケツ卜を第 3 バスの

形式に変換する構成と同様であるので詳細な説明は省略する。

[0026] 次に、図 1 における第 1バス 1 0 0 、第 2 バス 2 0 0 、または図 9 におけ

るバス 9 0 9 とバス 9 0 に用いる標準的なプロ 卜コルの例としてA X し

O C P プロ 卜コルについて簡単に説明する。これらのバスプロ 卜コルでは、

「属性情報」 「ア ドレス」 「データ」を所定のフォーマットに従って、並列

的に通信することを規定 している。

[0027] 図 2 は集積回路内で用いられるバスのプロ トコルであるA X I ( A d v a

n e e d e x t e n s i b l e I n t e r f a c e ) ノ スヾの制御信号お

よび、ア ドレス/ データ/ 属性情報を示す。

[0028] A X I バスプロ トコルは、 5 つのチャネルと呼ばれる転送路を有する。各



チャネルは、リードのアドレスを運ぶリードアドレスチャネル、ライトのァ

ドレスを運ぶライ卜アドレスチャネル、リードの応答 デ一タを運ぶリード

データチャネル、ライ卜のデータを運ぶライ卜データチャネル、ライ卜のレ

スポンスを運ぶライ卜応答チャネルである。それぞれのチャネルは転送のや

り取り タイミングを司るV a I i d , R e a d y 信号によってハンドシェ

—クを行い、一連の転送の手続きを行う。また、それぞれのチャネルには、

データ転送の基本情報となるァドレスやデータ以外に、転送の属性情報とし
て、転送タイプを示すX B U R S T ，転送長を示すx L E N、アトミック転

送を示すx L O C、キャッシュの制御情報を示すx C A C H E、転送のセキ

ユリティ情報を示すX P O R T、転送のデータ幅のサイズX S I Z E、転送

の優先度を示すx Q O S、転送領域区間を示すX B U R S T、ュ一ザの任意

の情報を運ぶX U S E R信号が規定されている。

[0029] 図3 は集積回路内で用いられるバスのプロトコルであるO C P ( O e n

C o e P r o t o c o l ) バスの制御信号および、ァドレス/ データ

/ 属性情報を示す。
[0030] O C Pバスプロトコルは、4 つの転送路を持ち、リクエスト情報とァドレ

スを運ぶリクエスト転送路、ライ卜レスポンスやリードデータ レスポンス

を運ぶレスポンス転送路、ライトデータを運ぶデ一タハンドシェ一ク転送路

、その他の転送路で構成される。それぞれの転送路において、M c m d / S

C m d A c c e p t , S R e s p M R e s p A c c e p t , M d a t a V

a I i / S D a t a A c c e p t の信号の組みでハンドシェ一クを行い、

一連の転送の手続きを行う。それぞれの転送路には、データ転送の基本情報

となるアドレスやデータ以外に、転送の属性情報として、転送のタイプを示
す、M B u r s t S e q 、転送の長さを示す M B u r s t L e n g t h、

転送の正確性を示す M B u r s t P r e c i s e 、ァ卜ミック転送を示す

M A t o m i c L e n g t h 次元転送の情報を運ぶ M B I o c k H

i g h t / M B I o c k S t r i d e 、セキュリティ情報を運ぶ M s e c

u r e などから構成される。



[0031 ] なお、以降の説明では第 1 バス 1 0 0 と第 2 バス 2 0 0 は A X I に従 った

通信を行 うものとして説明する。

[0032] 図 4 は属性情報組合せ保持部が保持する属性情報テーブルを示す。属性情

報テーブルは複数の属性情報の組合せと置換する識別子とを対応付けて保持

している。第 1 バス （A X I ) 、第 2 バス （A X I ) の属性情報は、排他制

御属性 （L O C K ) 、 キャッシュの属性 （C A C H E ) 、セキュリテ ィ属性

( P O R T ) 、データサイズ （S I Z E ) 、 リクエス トタイプ （B U R S T

) 、送信元 （I D ) 等 を有する。

[0033] 排他制御属性 （L O C K ) は、受信装置側でシステムバスを独占的に使用

する手続 きを行 った上で転送を行 うか否かを示す。排他制御属性 （L O C K

) 信号 として、バスロックを行 う転送を行 うかどうかを示す " L o c k " ビ

ッ 卜と、システム性能の向上を図るための排他転送を行 うかどうかを示す "

E X c I u s ί V e " ビッ トと、について各々 1 ビッ 卜で表現 している。

[0034] キャッシュ （C A C H E ) の属性は、受信装置がデータの転送先までの経

路において転送内容のバ ッファリングを許可するか否かを示す。キャッシュ

( C A C H E ) 属性 には 4 ビッ ト割 り当て られ、キャッシュ可能かどうかを

示す ビッ ト、バ ッファリングが可能かどうかを示す ビッ ト、キャッシュミス

した際にW r i t e T h r o u g h やW r i t e B a c k な どといった

キャッシュシステム自身に指示を出すフィール ド （2 ビッ ト）がある。

[0035] セキュリテ ィ属性は、セキュリテ ィレベルの高いス レープにデータが受信

されるように手続 きを行 った上で転送を行 うか否かを示す。

[0036] リクエス トタイプ （B U R S T ) は転送のタイプを示 し、 I N C R (連続

ァ ドレス転送）/ F I X E D ( ァ ドレス固定）/ W R A P (キャッシュミス

の際のァ ドレッシング）の 3 つを 2 ビッ 卜にェンコ一 ドして表現 している。

[0037] データサイズはデータサイズの示す単位でデータ転送を行 うことを示す。

例えば、物理的なデータ幅が 1 2 8 ビッ トだとしても、 8 b ί t / 1 6 b ί

t / . . / 8 b i t の様 に、 どのデータ幅分を転送に使用 しているかを

示す。



[0038] 各 々の属性情報 は直交性があ り、使用する値の組合せの出現頻度 には偏 り

がある。

[0039] なお通常のデータ転送では 「排他属性、 キャッシュ属性、セキュ リテ ィ属

性情報」を保持するフィール ドが無効 を示す値 を保持するバケ ツ 卜の方が、

各属性情報が有効 を示す値 を保持するバケ ツ 卜よ りも多いもの と考 え られる

。 また、送信元情報や、データサイズ情報 は、特定の転送 についてデータ転

送開始 してか ら断続的に同様の内容が集中することが多い。従 って、所定の

転送が始 まる前 に、属性情報組合せ保持部 における属性情報テ一プル を所定

の転送 に対応 した属性情報テ一プル に書 き換 えることで、様 々な属性情報 を

持つ転送 を効率 よ く転送することも可能 となる。

[0040] 図 4 のテ一プルは属性情報組合せ保持部 1 0 1 6 、 2 0 1 7 等が保持する

テ一プル を示す。図 4 に例示するテ一プルは、特定の属性情報 をもつ組合せ

を 4 組、 これ らの 4 組 に該当 しない場合 をデ フォル トと して 5 組の属性値の

組合せ と、其 々の組合せに対応する識別子を保持 している。

[0041 ] パケ ッ ト識別子の T y p e [ 4 ] (第 2 識別子）， [ 1 : 0 ] (第 1 識別

子）は、バケ ツ 卜変換部 1 0 1 1 、 2 0 1 1 、 1 0 1 4 、 2 0 1 4 が変換す

るパケ ッ トに付与する識別子を示 している。なお、 T y p e [ 4 ] は T y p

e フィ一ル ドの 4 b i t 目を示 し、 T y p e [ 1 ：0 ] は T y p e フィ一ル

ドの 0 ~ 1 b i t 目を示 している。

[0042] パケ ッ ト識別子の T y p e [ 4 ] は、変換部の受信 したパケ ッ トに含 まれ

る属性情報の組合せが属性情報組合せ保持部 1 0 1 6 、 2 0 1 7 の保持 して

いるテ一プル に格納 されている組合せの何れかに一致 しているか否かを示す

。 （この例では " 1 " で何れかに一致、 " 0 " で何れ とも一致せず。）パケ

ッ 卜識別子の T y p e [ 1 ：0 ] は どの組合せに一致 しているかを示す。テ

—プル に登録する組合せ数 を増やそうとすると、 この箇所の ビッ 卜数 を増や

す必要がある。なお、テ一プルは頻度の多い組合せを登録 しているほど圧縮

効率が良いが、登録する組合せを増や し過 ぎると圧縮効率 は下が って しまう

。なお、属性情報 よ り小さい ビッ ト数の識別子で属性情報 を置換することが



好ましい。

[0043] 図 5 は属性情報組合せ保持部 1 0 1 6 、 2 0 1 7 のテ一プルを用いて変換

したバケツ卜に含まれるバケツ卜識別子T y p e [ 4 : 0 ] を示す。なお、

T y e [ 4 ] とT y p e [ 1 ：0 ] については図4 で説明 したとおりなの

で説明を省略する。

[0044] ただ し、 T y p e [ 4 ] が不一致 （" 0 " ) を示す場合は、 T y p e [ 1

：0 ] には便宜上 " 0 0 " を格納させる。パケット識別子のT y p e [ 3 ]

は転送がリー ド転送であるかライ 卜転送であるかを示す （" 0 " で リー ド転

送、 " 1 " でライ ト転送）。パケット識別子のT y p e [ 2 ] はパケットの

転送方向がリクエス ト方向であるかレスポ ンス方向であるかを示す （" 0 "

で リクエス ト方向、 " 1 " で レスポ ンス方向）。

[0045] バケツ卜の属性情報の種類はリクエス トのパスとレスポンスのパスでそれ

ぞれ異なっていてもよい。

[0046] 属性情報組合せ保持部 2 0 6 は、属性情報組合せ保持部 1 0 1 6 のテー

プルに対応するテ一プルを有 しており、属性情報組合せ保持部 1 0 1 7 は属

性情報組合せ保持部 2 0 7 のテ一プルと対応するテ一プルを有 している。

ここで、対応するテ一プルとは、上流で属性情報が圧縮されたパケットを属

性情報付きのバケツ卜に復号できるテ一プルを示す。但 し復号する際に必ず

しも圧縮前と同一のプロ 卜コルに復号する必要はない。

[0047] 図 5 では、 T y p e [ ：0 ] のX X が送信 リクエス ト属性情報保持部 1

0 1 6 と受信 リクエス 卜属性情報保持部 2 0 6 における属性情報の組合せ

の番号を示す。同様に、 T y p e [ 1 ：0 ] のY Y が送信 レスポ ンス属性情

報保持部 1 0 1 7 と受信 レスポンス属性情報保持部 2 0 7 における属性情

報の組合せを示す。図4 に対応 しているために其々、 2 b i t で表現 してい

るが、テ一プルの保持する組合せの数に応 じたビッ卜数であればよい。

[0048] 次に図 1 のデータ転送装置 1 0 1 が、図 6 の処理フローに従って行うデ一

タ転送処理について説明する。なお、事前に出現頻度が高いことが分かって

いる属性情報の組合せをテーブル化 し、属性情報組合せ保持部 1 0 1 6 に設



定 してお くことが好ま しいが、学習する機構を設けてもよい し、モー ドに応

じたテ一プルを切 り替えてもよい。

[0049] まず、第 1 バスを介 して送信される リクエス トを第 1 バス リクエス ト受信

部 1 0 1 0 が受信 し （ステ ップS 6 0 0 ) 、 リクエス トバケツ 卜変換部 1 0

1 にて、 リクエス トの属性情報をチェックする （ステ ップS 6 0 1 ) 。

[0050] リクエス トパケッ ト変換部 1 0 1 1 は第 1 バスか らの リクエス トに含まれ

る属性情報 と属性情報組合せ保持部 1 0 1 6 に存在する属性情報 とを比較す

るために、属性情報組合せ保持部 1 0 1 6 に問い合わせを行 う （ステ ップS

6 0 2 ) 。

[0051 ] リクエス 卜バケツ 卜変換部 1 0 1 1 は第 1 バス リクエス 卜受信部 1 0 1 0

か ら受信 したバケツ 卜と属性情報保持部 1 0 1 6 か ら取得 した属性情報の値

を比較 し、その比較結果に応 じたパケッ ト識別子を、ヘ ッダ一に付加する。

なお、属性情報組合せ保持部のテ一プルに登録されている属性情報の組合せ

を有するバケツ 卜についてはバケツ 卜識別子を付加する代わ りに変換するパ

ケッ 卜には属性情報を埋め込まない （ステ ップS 6 0 4 に処理を進める）。

[0052] リクエス トバケツ 卜変換部 1 0 1 1 の受信するバケツ 卜の属性情報の組合

せが属性情報組合せ保持部に存在するテーブルに格納されている属性情報の

組合せのいずれとも一致 しない場合には所定のバケツ 卜識別子 （図 5 による

と " 0 0 0 0 0 " 又は " 0 1 0 0 0 " ) を付加 し、バケツ 卜に含まれている

属性情報を図 8 A に示すフ 才 一 マツ 卜に埋め込んで転送する （ステ ップS 6

0 3 、およびステ ップS 6 0 4 ) 。

[0053] リクエス トパケッ ト変換部 1 0 1 1 で生成されたパケッ トを、 リクエス ト

パケッ ト送信部 1 0 1 2 が第 3 バスに送出する （ステ ップS 6 0 5 ) 。

[0054] 図 8 A は、バケツ 卜変換部の受信 したバケツ 卜の属性情報の組合せが属性

情報組合せ保持部内のテ一プルに登録されている属性情報の組合せに一致 し

なかった場合にバケツ 卜変換部が出力するバケツ 卜のフ才一マツ 卜を示す。

—方で、図 8 B は、パケッ ト変換部の受信 したパケッ トの属性情報の組合せ

が属性情報組合せ保持部内のテーブルに登録されている属性情報の組合せに



—致 した場合にバケツ卜変換部が出力するバケツ卜のフ才一マツ卜を示す。

[0055] 図 8 B を参照すると、バケツ卜変換部の受信 したバケツ卜の属性情報の組

合せが属性情報組合せ保持部内のテーブルに登録されている属性情報の組合

せに一致 した場合には、第 3 バスにて転送されるデータの総量が圧縮される

ことが分かる。例えば、現状のA X I に関 しては、プロ 卜コル上 1 6 バース

卜長 （A X I 3 ) 、 2 5 6 バース 卜長 （A X I 4 ) の転送が可能ではあるが

、実際は長い転送長を許容するほど他の転送に影響を与えるおそれが高くな

るため、便宜的に4 又は 8 バース ト長を最大とすることが多い。そのため、

属性情報を圧縮 しない場合は、 4 又は 8 バース 卜毎に属性情報が出現するこ

とが多く、属性情報の圧縮の必要性が高い。

[0056] 次に、図 1 のデータ受信装置 2 0 1 が、図 7 の処理フローに従って行うデ

—タ転送処理について説明する。なお、事前に頻度の高い属性情報の組合せ

をテ一プル化 し、属性情報組合せ保持部 2 0 1 6 に設定 しておく。

[0057] まず、 リクエス トパケット受信部 2 0 1 0 は第 3 バスを介 して送信される

バケツ卜を受信 し （ステップS 7 0 0 ) 、 リクエス 卜バケツ卜変換部 2 0

1 はリクエス トバケツ卜受信部 2 0 0 の受信 したバケツ卜の識別子を解析

する （ステップS 7 0 1 ) 。

[0058] 解析によって、受信 したパケットがテ一プルに登録されている組合せの属

性情報を含むバケツ卜としてリクエス トバケツ卜変換部 1 0 1 1 によって変

換されたことを示す場合は、属性情報組合せ保持部 2 0 1 6 のテ一プルに登

録されている属性情報の値を参照 して、圧縮前の属性情報に対応する第 2 バ

スの属性情報を生成する （ステップS 7 0 2 ) 。

[0059] ここで、バケツ卜の識別子がリクエス トバケツ卜変換部 1 0 1 1 によって

属性情報が置換されていることを示 していることは、バケツ卜の識別子がリ

クエス 卜バケツ卜変換部 2 0 に対 して属性情報組合せ保持部 2 0 1 6 を

参照するように示 していることに相当する。

[0060] —方で、受信 したバケツ卜が属性情報保持値に登録されている組合せの属

性情報を含まないバケツ卜としてリクエス トバケツ卜変換部 1 0 1 1 によつ



て変換されたことを示す場合は、受信 したバケツ 卜に埋め込まれている属性

情報を利用する （ステ ップS 7 0 3 ) 。 この場合は、 リクエス トパケッ ト変

換部 1 0 1 1 は属性情報組合せ保持部 2 0 6 の属性情報を参照 しな くても

よい。

[0061 ] リクエス トパケッ ト変換部 2 0 1 1 が受信 したパケッ トか ら第 2 バスの リ

クエス 卜を生成 （ステ ップS 7 0 4 ) した後に、第 2 バス リクエス ト送信部

2 0 2 が第 2 バスへ リクエス 卜を発行する （ステ ップS 7 0 5 ) 。

[0062] 以上のように、本実施形態によれば、転送するパケッ トの属性情報を適宜

圧縮 してデータ転送を行 うことができる。そ して、第 3 バス 3 0 0 、 3 0 1

におけるデ一タ転送を効率的に実行することができる。

[0063] また、上述の実施形態では、第 3 バスはパケッ ト型の転送形態 （パケッ ト

の幅でパラレル転送を行 う形態 ： N e t w o r k O n C h i p な ど）

について説明 したが、シ リアルバスや無線通信などの様々な物理的な転送形

態を用いても本発明は適用できる。すなわち、論理層でデータをパケッ ト化

するデータ転送について高い効果を発揮 し、物理層の形態にはとらわれない

[0064] また、上述の実施形態では、集積回路間 （チップ間、モジュール間）にお

けるデータ転送について説明 したが、本発明は同一集積回路 （同一チップ、

同一モジュール）内におけるデータ転送にも適用することもできる。

[0065] ただ し、チップ間の転送は、チップ内の転送に比べて、データを転送する

能力が低 く、システ ムのボ トルネックとなる可能性が高い。チップ内の転送

では、 「属性情報」 「ア ドレス」 「データ」についてそれぞれに物理的に信

号線が存在 し、同時 並列的に転送することができる。一方、チップ間の転

送では、製品のコス トを下げようとすると共通の信号線を利用 してすること

にな り （チップの I 0 ピンはコス ト上昇を招 くため）、時系列に転送するの

で、上述の実施形態による転送効率の向上はチップ内転送に比べて顕著であ

る。

[0066] また、上述の実施形態では、属性情報組合せ保持部はデータ転送前に属性



情報テ一プルを設定できるとしたが、設計開発時 （又は製造時）に静的に属

性情報を設定 してもよい。

[0067] さらに、ア ドレスの上位又は下位について変動 しないことが予め分かって

いる部分があることが予め分かつている場合は属性情報テ一プルに上位 （又

は下位）ア ドレス情報を含ませて、属性情報と変動のないア ドレスの一部分

(上位又は下位数 ビット分）を一緒に圧縮するように構成 してもよい。例え

ば、ソフ トウェアのア ドレスマップの特性やバスの規格を考慮すると、ある

モジュールにアクセスする場合には常に上位 4 ビッ卜は固定の" 0 0 0 0 "

となることが考えられる。その場合は、テ一プルに上位ア ドレス比較値を入

れておけば変動のないァ ドレスビッ卜数分さらにデータ転送効率がよくなる

(下位ア ドレスについても同様）。この場合、変動のないア ドレス部分を識

別子で置換する場合には、属性情報の組合せが一致することだけを確かめて

置換するようにしてもよい。

[0068] また、上述の実施形態では属性情報の組合せが保持 しているものと一致 し

ない場合は、一致 していないことを示す識別子を付加するだけであるが、属

性情報の組合せが一致 しなくても変動 しないア ドレス部分を置換するように

構成 してもよい。その場合には復号側は常に変動 しないァ ドレス部分を付加

する構成を必要とする。

[0069] また、上述の実施形態では図 1 における第 1バス 1 0 0 、第 2 バス 2 0 0

、または図 9 におけるバス 9 0 9 とバス 9 0 に用いるプロ トコリレとしてA

X I を挙げて説明 したが、本発明はデータ、ア ドレス、属性情報を組み合わ

せて転送するプロ 卜コルであれば広 く効果を発揮することができる。なお、

複数の転送内容を 1 つの属性情報として複数のビッ卜数で表現 している場合

でも本発明は適用できる。

[0070] なお、属性情報の組合せは、データ転送を行うC P U / D M A などの送信

元の使用形態で組合せ出現率に偏 りがある、従って属性情報組合せ保持部は

、送信元毎にテ一プルを保持するようにしてもよい。また、C P U 9 0 1 が

所定のタイミング毎に属性情報の出現頻度の順列に変更があれば、属性情報



組合せ保持部のテ一プル を更新するように してもよい。 その際は、 出現頻度

の高い組合せを優先的に保持 させるようにする。

本発明は上記実施の形態 に制限されるものではな く、本発明の精神及び範

囲か ら離脱することな く、様 々な変更及び変形が可能である。従 って、本発

明の範囲を公にするために以下の請求項 を添付する。



請求の範囲

データ転送の種類 を示す複数の属性情報 を含むへ ッダ一部 と、デー

タを含むデータ部 とを有するバケ ツ 卜を用いてデータ転送 を行 うデ一

タ転送装置であ って、

第 1 バスで用いるデータ転送の種類 を示す属性情報の組合せ と識別

子 と対応付 けて保持する保持手段 と

属性情報 を含むバケ ツ 卜を前記第 1 バスか ら受信する受信手段 と、

前記受信手段 によ り受信 されるパケ ッ トに含 まれている複数の属性

情報が前記保持手段の保持 している属性情報の組合せであると、 当該

属性情報の組合せに対応する識別子を前記複数の属性情報の代わ りに

バケ ツ 卜に含めて送信する送信手段 とを有することを特徴 とするデ一

タ転送装置。

前記送信手段 は、第 1 バスか ら取得 したバケ ツ 卜に含 まれる複数の

属性情報の組合せが前記保持手段の保持する組合せに一致する場合 に

は、一致 した組合せの属性情報 を送信せず、一致 した ことを示す識別

子をバケ ツ 卜に含めて送信することを特徴 とする請求項 1 に記載のデ

一夕転送装置。

前記送信手段 は、第 1 バスか ら取得 したバケ ツ 卜に含 まれる複数の

属性情報の組合せが前記保持手段 に保持 されている組合せに一致 しな

い場合 には、一致 しないことを示すバケ ツ 卜識別子 と前記第 1 バスか

ら受信 した属性情報 とを前記パケ ッ トに含めて送信することを特徴 と

する請求項 1 又は 2 に記載のデータ転送装置。

転送の種類 を示す複数の属性情報 を含むヘ ッダー部 と、データを含

むデータ部 とを有するバケ ツ 卜を用いてデータ転送 を行 うデータ転送

装置であ って、

データ転送の種類 を示す属性情報の組合せ と識別子 とを対応づけて

保持する保持手段 と、

識別子を含むバケ ツ 卜を受信する受信手段 と、



前記受信手段 によ り受信 されたバケ ツ 卜の識別子が前記保持手段 を

参照するように示 していると、前記保持手段 に保持 されている属性情

報の組合せの中でパケ ッ トに含 まれる識別子に対応する組合せの属性

情報 と前記受信手段の受信 したデータとをバケ ツ 卜と して送信する送

信手段 とを有することを特徴 とするデータ転送装置。

前記送信手段 は、前記受信手段の受信 したバケ ツ 卜の識別子が前記

保持手段 を参照 しないように示 していると、前記受信手段 によ り受信

されたバケ ツ 卜に含 まれる属性情報 を、受信手段の受信 したデータに

付加 して送信することを特徴 とする請求項 4 に記載のデータ転送装置

前記保持手段 は、 出現頻度の高い属性情報 を優先的に保持 している

ことを特徴 とする請求項 1 乃至 5 のいずれか 1 項 に記載のデータ転送

装置。

前記保持手段 は、属性情報の組合せを出現頻度 に応 じて設定される

ことを特徴 とする請求項 1 乃至 5 のいずれか 1 項 に記載のデータ転送

装置。

前記保持手段 は、前記識別子に対 して属性情報の組合せに加えて、

変動のないァ ドレス の 一部分 を対応付 けて保持 し、前記送信手段 は前

記受信手段 によ り受信 される複数の属性情報が前記保持手段 に保持 さ

れている属性情報の組合せであれば、前記属性情報の組合せに対応す

る識別子 と、前記複数の属性情報 および前記受信手段 によ り受信 され

たァ ドレスの一部分の代わ りと して、残 りのァ ドレスと前記データと

前記識別子 とを組み合わせたパケ ッ トを送信することを特徴 とする請

求項 1 乃至 3 のいずれか 1 項 に記載のデータ転送装置。

データ転送の種類 を示す属性情報 と当該属性情報 よ りも ビッ 卜数が

小さい第 1 識別子 とを対応付 けて保持する第 1 保持手段 と、

転送対象のデータと当該データに関する属性情報 とを受信する第 1

受信手段 と、



前記保持手段 に保持 されている識別子の うち前記受信手段 によ り受

信 された属性情報 に対応する第 1 識別子を、 当該属性情報の代わ りに

前記転送対象のデータと対応づけて送信する第 1 送信手段 とを有する

ことを特徴 とするデータ転送装置。

[ 請求項 10 ] 前記送信手段 は、前記保持手段 に保持 されている属性情報 に対応す

る第 1 識別子を付与 しているか否かを示す第 2 識別子を前記転送対象

のデータと対応づけて送信することを特徴 とする請求項 9 に記載のデ

一夕転送装置。

[ 請求項 11] データ転送の種類 を示す属性情報 と当該属性情報 よ りも ビッ 卜数が

小さい第 1 識別子 とを対応付 けて保持する第 2 保持手段 と、

前記第 1 識別子が対応づけ られているデータを受信する第 2 受信手

段 と、

前記第 2 保持手段か ら前記第 1 識別子に対応する属性情報 を前記デ

—夕と対応づけて送信する第 2 送信手段 とを有することを特徴 とする

データ転送装置。

[ 請求項 12 ] 第 1 バ ス に接続 され る第 1 集積回路 と、第 2 バ ス に接続 され る第 2

集積回路 と、前記第 1 集積回路 と第 2 集積回路 を接続する第 3 バスと

を有するチ ップ間通信 システムであ って、

前記第 1 集積回路 は、前記第 1 バスを介 して属性情報 とデータとァ

ドレスとを含むデータ転送要求を受信する第 1 受信手段 と、受信 した

属性情報が第 1 集積回路 に保持 されている属性情報であると、前記属

性情報 に対応する識別子を当該属性情報の代わ りに前記 ァ ドレス に付

加 して前記データと一緒 にバケ ツ 卜と して前記第 3 バスを介 して前記

第 2 集積回路へ送信する第 1 送信手段 とを備 え、

前記第 2 集積回路 は、前記第 3 バスを介 して前記第 1 集積回路か ら

転送 されるバケ ツ 卜を受信する第 2 受信手段 と、受信 したバケ ツ 卜の

識別子が前記第 2 集積回路 に保持 されている属性情報 を参照すること

を示 していると当該識別子に対応する属性情報 を前記バケ ツ 卜に含 ま



れるデータと組み合わせて前記第 2 バスへ送信する第 2 送信手段 とを

備 えることを特徴 とするチ ップ間通信 システム。

[ 請求項 13 ] 前記識別子は前記属性情報 よ りも小さい ビッ 卜数であることを特徴

とする請求項 1 2 に記載のチ ップ間通信 システム。

[ 請求項 14] データ転送の種類 を示す属性情報 と第 1 識別子 とを対応付 けて保持

する保持手段 を有するデータ転送装置 によるデータ転送方法であ って

属性情報 とデータとア ドレスとを含むデ一タ転送要求を受信する受

信工程 と、

前記保持手段 に保持 されている属性情報 に基づいて、前記受信工程

で受信 したデータ転送要求に含 まれる属性情報 に対応する第 1 識別子

と当該識別子を付加 した ことを示す第 2 識別子 とを前記データ転送要

求に含 まれるァ ドレスと対応づけて転送する転送工程 とを有すること

を特徴 とするデータ転送方法。

第 1 バスで用いるデータ転送の種類 を示す属性情報の組合せ と識別

子 と対応付 けて保持する保持手段 を備 え、データ転送の種類 を示す複

数の属性情報 を含むヘ ッダ一部 とデータを含むデータ部 とを有するパ

ケ ッ 卜を用いてデータ転送 を行 うデータ転送装置 によるデータ転送方

法であ って、

前記属性情報 を含むバケ ツ 卜を前記第 1 バスか ら受信する受信工程

と、

前記受信工程で受信 したバケ ツ 卜に含 まれている複数の属性情報が

前記保持手段 によ り保持 されている属性情報の組合せであると、 当該

属性情報の組合せに対応する識別子を前記複数の属性情報の代わ りに

バケ ツ 卜に含めて送信する送信手段 とを有することを特徴 とするデ一

タ転送方法。

[ 請求項 15 ] 第 1 バスで用いるデータ転送の種類 を示す属性情報の組合せ と識別

子 と対応付 けて保持する保持手段 を有 し、複数の属性情報 を含むへ ッ



ダ一部 と、データを含むデータ部 とを有するバケ ツ 卜を用いてデータ

転送 を行 うデータ転送装置 によるデータ転送方法であ って、

属性情報 を含むバケ ツ 卜を前記第 1 バスか ら受信する受信工程 と、

前記受信工程で受信するバケ ツ 卜に含 まれている複数の属性情報が

前記保持手段の保持 している属性情報の組合せであると、 当該属性情

報の組合せに対応する識別子を前記複数の属性情報の代わ りにバケ ツ

卜に含めて送信する送信工程 とを有することを特徴 とするデータ転送

方法。

[ 請求項 16 ] データ転送の種類 を示す属性情報 と当該属性情報 よ りも ビッ 卜数が

小さい第 1 識別子 とを対応付 けて保持する第 1 保持手段 を有するデー

タ転送装置 によるデータ転送方法であ って、

転送対象のデータと当該データに関する属性情報 とを受信する第 1

受信工程 と、

前記保持手段 に保持 されている識別子の うち前記受信工程で受信 し

た属性情報 に対応する第 1 識別子を、 当該属性情報の代わ りに前記転

送対象のデータと対応づけて送信する第 1 送信工程 とを有することを

特徴 とするデータ転送方法。

[ 請求項 17 ] データ転送の種類 を示す属性情報 と当該属性情報 よ りも ビッ 卜数が

小さい第 1 識別子 とを対応付 けて保持する第 2 保持手段 を有するデー

タ転送装置 によるデータ転送方法であ って、

前記第 1 識別子が対応づけ られているデータを受信する第 2 受信ェ

程 と、

前記第 2 保持手段か ら前記第 1 識別子に対応する属性情報 を前記デ

—夕と対応づけて送信する第 2 送信工程 とを有することを特徴 とする

デ一タ転送方法。



補 正 され た請求の範囲
[201 2年 5月 8 日（08.05.201 2 ) 国際事務局受理 ]

[ 請 求 項 1 ]

つ— タ 転 送 の 種 類 を 示 す 複 数 の 属 性 情 報 を 含 む へ ッ ダ 一 部 と 、 T

タ を 含 む デ ー タ 部 と を 有 す る パ ケ ッ ト を 用 い て テ 一 夕 転 送 を 行 う T 一

夕 転 送 装 置 で あ つ て 、

第 1 バ ス で 用 い る デ ー タ 転 送 の 種 類 を 示 す 属 性 情 報 の 組 合 せ と 識 別

子 と 対 応 付 け て 保 持 す る 保 持 手 段 と

属 性 情 報 を 含 む パ ケ ッ 卜 を 刖 第 1 バ ス か ら 受 信 す る 受 信 手 段 と 、

前 記 受 信 手 段 に よ り 受 信 さ れ る パ ケ ッ 卜 に 含 ま れ て い る 複 数 の 属 性

情 報 が 前 記 保 持 手 段 の 保 持 し て い る 属 性 情 報 の 組 合 せ で あ る と 、 当 該

属 性 情 報 の 組 合 せ に 対 応 す る 識 別 子 を 前 記 複 数 の 属 性 情 報 の 代 わ Ό に

パ ケ ッ 卜 に 含 め て 送 信 す る 送 信 手 段 と を 有 す る と を 特 徴 と す る T 一

夕 転 送 ¾ 置
IS.

[ 請 求 項 2 ]

前 記 送 信 手 段 は 、 第 1 バ ス か ら 取 得 し た パ ケ ッ 卜 に 含 ま れ る 複 数 の

属 性 情 報 の 組 合 せ が 前 記 保 持 手 段 の 保 持 す る 組 合 せ に 一 致 す る 場 に

は 、 一 致 し た 組 合 せ の 属 性 情 報 を 送 信 せ ず 、 一 致 し た こ と を 示 す 識 別

子 を パ ケ ッ 卜 に 含 め て 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 目永 項 1 に 記 載 の 丁

— 夕 転 送 装 置 。

[ 請 求 項 3 ]

刖 @d 送 信 手 段 は 、 第 1 バ ス か ら 取 得 し た パ ケ ッ. ト に 含 ま れ る 複 数 の

属 性 情 報 の 組 合 せ が 前 記 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 組 合 せ に 一 致 し な

い 場 合 に は 、 一 致 し な い こ と を 示 す パ ケ ッ ト 識 別 子 と 前 記 第 1 バ ス か

ら 受 信 し た 属 性 情 報 と を パ ケ ッ 卜 に 含 め て 送 信 す る こ と を 特 徴 と

9 ¾ 求 項 1 又 は 2 に 記 載 の デ ー タ 転 迗 装 瀘

[ 請 求 項 4 ]

転 送 の 種 類 を 示 す 複 数 の 属 性 情 報 を 含 む へ ッ ダ — 部 と 、 デ ー タ を 含

む デ ー 夕 部 と を 有 す る パ ケ ッ 卜 を 用 い て デ ー 夕 転 送 を 行 う デ ー タ 転 送

装 置 で あ っ て 、

つ 夕 転 送 の 種 類 を 示 す 属 性 情 報 の 組 合 せ と 識 別 子 と を 対 応 づ け て

保 持 す る 保 持 手 段 と 、

識 別 子 を 含 む パ ケ ッ ト を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、

補 正 され た用紙 （条約第 19条 )



前 記 受 信 手 段 に よ り受 信 さ れ た パ ケ ッ 卜の 識 別 子 が 前 記 保 持 手 段 を
、

参 照 す る よ う に 示 し て い る と 、 刖 記 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 属 性 情

報 の 組 合 せ の 中 で パ ケ ッ ト に 含 ま れ る 識 別 子 に 対 応 す る 組 合 せ の 属 性

情 報 と 前 記 受 信 手 段 の 受 信 し た デ ― 夕 と を バ ケ ツ ト と し て 送 信 す る 送

信 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ ― 夕 転 送 装 置 。

[ 請 求 項 5 ]

前 記 送 信 手 段 は 、. 刖 記 受 信 手 段 の 受 信 し た パ ケ ッ トの 識 別 子 が 前 記

保 持 手 段 を 参 照 し な い よ う に 示 し て い る と 、 前 記 受 信 手 段 に よ り受 信

さ れ た パ ケ ッ ト に 含 ま れ る 属 性 情 報 を 、 受 信 手 段 の 受 信 し た デ 一 夕 に

付 加 し て 送 信 す る し と を 特 徴 と す 求 項 4 に 記 載 の デ — 夕 転 送 装

[ 請 求 項 6 ]

前 記 保 持 手 段 は 、 出 現 頻 度 の 高 レ、 性 情 報 を 優 先 的 に 保 持 し て い る

こ と を 特 徴 と す る 求 項 1 乃 至 5 の い ず れ か 1 項 に 記 載 の デ ー 夕 転 送

. 。

[ 請 求 項 7 ]

前 記 保 持 手 段 は 、 属 性 情 報 の 組 合 せ を 出 現 頻 度 に 応 じ て 設 定 さ れ る

こ と を 特 徴 と す る 求 項 1 乃 至 5 の い ず れ か 1 項 に 記 載 の デ 一 夕 転 送

装 置 。

[ 請 求 項 8 ]
前 記 保 持 手 段 は 、 前 記 識 別 子 に 対 し て 属 性 情 報 の 組 合 せ に 加 え て 、

変 動 の な い ア ド レ ス の 一 部 分 を 対 応 付 け て 保 持 し 、 前 記 送 信 手 段 は 前

記 受 信 手 段 に よ り受 信 さ れ る 複 数 の 属 性 情 報 が 前 記 保 持 手 段 に 保 持 さ

れ て い る 属 性 情 報 の 組 合 せ で あ れ ば 、 刖 記 属 性 情 報 の 組 合 せ に 対 す

る 識 別 子 と 、 前 記 複 数 の 属 性 情 報 お よ び 記 受 信 手 段 に よ り受 信 さ れ

た ァ ド レ ス の 一 部 分 の 代 わ り と し て 、 残 0 の ァ ド レ ス と 目 己丁 一 夕 と

刖 記 識 別 子 と を 組 み 合 わ せ た パ ケ ッ 卜を 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る

求 項 1 乃 至 3 の い ず れ か 1 項 に 記 載 の デ ― 夕 転 送 装 置 。

[ 請 求 項 9 ]

デ ー タ 転 送 の 種 類 を 示 す 属 性 情 報 と 当 該 属 性 情 報 よ り も ビ ッ 卜数 が

小 さ い 第 1 識 別 子 と を 対 応 付 け て 保 持 す る 第 1 保 持 手 段 と 、

転 送 対 象 の デ ー タ と 当 該 デ ー タ に 関 す る 属 性 情 報 と を 受 信 す る 第 1

受 信 手 段 と 、
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刖 記 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 識 別 子 の う ち 前 記 受 信 手 段 に よ り受

信 さ れ た 属 性 情 報 に 対 心 す る 第 1 識 別 子 を 、 当 該 属 性 情 報 の 代 わ り に

m 己転 送 対 象 の デ ― タ と 対 応 づ け て 送 信 す る 第 1 送 信 手 段 と を 有 す る

こ と を 特 徴 と す る つ— 夕 転 迗 装
置

[ 請 求 項 1 0 ]

刖 記 送 信 手 段 は 、 J 記 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 属 性 情 報 に 対 応 す

る 第 1 識 別 子 を 付 与 し て い る か 否 力、ゼ 示 す 第 2 識 別 子 を 刖 記 転 送 対 象

の デ ー タ と 対 応 づ け て 送 信 す る し と を 特 徴 と す 目求 項 9 に 記 載 の デ

一 夕 転 送 装 置 。

了 一 タ 転 送 の 種 類 を 示 す 属 性 情 報 と 当 該 属 性 情 報 よ り も ビ 、ソ 卜数 が

小 さ い 第 1 識 別 子 と を 対 応 付 け て 保 持 す る 第 2 保 持 手 段 と 、

刖 記 第 1 識 別 子 が 対 応 づ け ら れ て い る τ ― 夕 を 受 信 す る 第 2 受 信 手

段 と 、

刖 記 第 2 保 持 手 段 か ら 前 記 第 1 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 を 前 丁

― 夕 と 対 、づ け て 送 信 す る 第 2 送 信 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る

つ— 夕 転 送 装 置 。

L 冃 求 項 1 2 ]

第 1 バ ス に 接 続 さ れ る 第 1 集 積 回 路 と 、 第 バ ス に 接 続 さ れ る 第 2

集 貝 回 路 と 、 前 記 第 1 集 積 回 路 と 第 2 集 禾貝 回 路 を 接 続 す る 第 3 バ ス と

を 有 す る チ ッ プ 間 通 信 シ ス テ ム で あ っ て 、

記 第 1 集 積 回 路 は 、 前 記 第 1 バ ス を 介 し て 属 性 情 報 と τ 一 夕 と ァ

ド レ ス と を 含 む デ ー タ 転 送 要 求 を 受 信 す る 第 1 受 信 手 段 と 受 信 し た

属 性 情 報 が 第 1 集 積 回 路 に 保 持 さ れ て い る 属 性 情 報 で あ る と 前 記 属

性 情 報 に 対 応 す る 識 別 子 を 当 該 属 性 情 報 の 代 わ り に 前 記 ァ レ ス に 付

加 し て 刖 記 デ ー タ と 一 緒 に バ ケ ツ ト と し て 刖 d 第 3 バ ス を 介 し て 前 記

第 2 集 積 回 路 へ 送 信 す る 第 1 送 信 手 段 と を 備 え 、

刖 記 第 2 集 積 回 路 は 、 前 記 第 3 バ ス を 介 し て 前 記 第 1 集 積 回 路 か ら

転 送 さ れ る バ ケ ツ トを 受 信 す る 第 2 受 信 手 段 と 、 受 信 し た パ ケ ッ 卜の

識 別 子 が 刖 記 第 2 集 積 回 路 に 保 持 さ れ て い る 属 性 情 報 を 参 照 す る こ と

を 示 し て い る と 当 該 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 を 前 記 パ ケ ッ 卜 に 含 ま
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れ る デ ー タ と 組 み 合 わ せ て 前 記 第 2 バ ス へ 送 信 す る 第 2 送 信 手 段 と を

備 え る こ と を 特 徴 と す る チ ッ プ 間 通 信 シ ス テ ム 。

[ 請 求 項 1 3 ]

前 記 識 別 子 は 前 記 属 性 情 報 よ り も 小 さ い ピ ッ ト数 で あ る こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 1 2 に 記 載 の チ ッ プ 間 通 信 シ ス テ ム 。

[ 請 求 項 1 4 ] ( 補 正 後 ）

第 1 バ ス で 用 い る デ ー タ 転 送 の 種 類 を 示 す 属 性 情 報 の 組 合 せ と 識 別

子 と 対 応 付 け て 保 持 す る 保 持 手 段 を 備 え 、 デ ー タ 転 送 の 種 類 を 示 す 複

数 の 属 性 情 報 を 含 む ヘ ッ ダ 一 部 と デ 一 夕 を 含 む デ 一 タ 部 と を 有 す る パ

ケ ッ ト を 用 い て デ ー 夕 転 送 を 行 ぅ デ ー タ 転 送 装 置 に よ る テ ― 夕 転 送 方

法 で あ っ て 、

刖 記 属 性 情 報 を 含 む パ ケ ッ トを 刖 d 第 1 バ ス 力、ら 受 信 す る 受 信 工 程

、
記 受 信 ェ 程 で 受 信 し た パ ケ ッ 卜に 含 ま れ て い る 複 数 の 属 性 情 報 が

前 記 保 持 手 段 に よ り保 持 さ れ て い る 属 性 情 報 の 組 合 せ で あ る と 、 当 該

厲 性 情 報 の 組 合 せ に 対 ）心 ¾ 別 子 を 前 記 複 数 の 属 性 情 報 の 代 わ り に

パ ケ ッ ト に 含 め て 送 ほ る 达 1 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る つ—
夕 転 送 方 法 。

[ 冃求 項 1 5 ]

第 1 バ ス で 用 い る デ ー タ 転 送 の 種 類 を 示 す 属 性 情 報 の 組 合 せ と 識 別

子 と 対 応 付 け て 保 持 す る 保 持 手 段 を 有 し 、 複 数 の 属 性 情 報 を 含 む へ ッ

ダ 一 部 と 、 デ ー タ を 含 む デ ー タ 部 と を 有 す る バ ケ ツ トを 用 い て ― 夕

転 送 を 行 う デ ー タ 早 送 装 置 に よ る デ ー 夕 転 送 方 法 で あ っ て 、

属 性 情 報 を 含 む パ ケ ッ 卜 を 記 第 1 バ ス か ら 受 信 す る 受 信 ェ 程 と 、
、
刖 記 受 信 ェ 程 で 受 信 す る パ ケ ッ 卜 に 含 ま れ て い る 複 数 の 属 性 情 報 が

刖 記 保 持 手 段 の 保 持 し て い る 属 性 情 報 の 組 合 せ で あ る と 、 当 該 属 性 情

報 の 組 合 せ に 対 応 す る 識 別 子 を 刖 複 数 の 属 性 情 報 の 代 わ Ό に パ ケ ッ

に 含 め て 送 信 す る 送 信 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る テ 一 夕 転 达

方 法

[ 求 項 1 6 ]

T 一 夕 転 送 の 種 類 を 示 す 属 性 情 報 と 当 該 属 性 情 報 よ り も ビ ッ 卜数 が
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小 さ い 第 1 識 別 子 と を 対 応 付 け て 保 持 す る 第 1 保 持 手 段 を 有 す る デ ー

夕 転 送 装 置 に よ る デ ー タ 転 送 方 法 で あ っ て 、

転 送 対 象 の デ ー タ と 当 該 デ ー タ に 関 す る 属 性 情 報 と を 受 信 す る 第 1
受 信 工 程 と 、

前 記 保 持 手 段 に 保 持 さ れ て い る 識 別 子 の う ち 前 記 受 信 工 程 で 受 信 し

た 属 性 情 報 に 対 応 す る 第 1 識 別 子 を 、 当 該 属 性 情 報 の 代 わ り に 前 記 転

送 対 象 の デ ー タ と 対 応 づ け て 送 信 す る 第 1 送 信 工 程 と を 有 す る こ と を

特 徴 と す る デ ー タ 転 送 方 法 。

[ 請 求 項 1 7 ]

デ 一 夕 転 送 の 種 類 を 示 す 属 性 情 報 と 当 該 属 性 情 報 よ り も ビ ッ ト数 が

小 さ い 第 1 識 別 子 と を 対 応 付 け て 保 持 す る 第 2 保 持 手 段 を 有 す る デ ー

夕 転 送 装 置 に よ る デ ー タ 転 送 方 法 で あ っ て 、

前 記 第 1 識 別 子 が 対 応 づ け られ て い る デ ー タ を 受 信 す る 第 2 受 信 ェ

程 と 、

前 記 第 2 保 持 手 段 か ら 前 記 第 1 識 別 子 に 対 応 す る 属 性 情 報 を 前 記 デ

一 夕 と 対 応 づ け て 送 信 す る 第 2 送 信 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る

デ 一 夕 転 送 方 法 。
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